






Type Thesis or Dissertation
Textversionnone
Kyoto University
氏 名 中 山 薙 晴)
なか や ま やす はる
学 位 の 種 類 工 学 博 士
学 位 記 番 号 論 工 博 第 416号
学位授与の日付 昭 和 46年 3 月 23日
学位授与の要件 学 位 規 則 第 5 条 第 2 項 該 当
学位 論文 題 目 電子受容体型5鼻環化合物の重合に関する研究
(主 査)
論文調査 委員 教 授 岡 村 誠 三 教 授 古 川 淳 二 教 授 東 村 敏 延
論 文 内 容 の 要 旨
この論文は無水マレイン酸のような電子受容体型5員環化合物の重合に関して研究した結果をまとめた
もので第1編序論および第6編総括のほか4編より成っている｡
まず 第 2 編では N - n- ブチルマレインイミド, マレインイミドおよび 無水マレイン酸の 単独ラジカ













ノールとα- メチルビニルエーテルとに分解せしめ 同時にラジカルとしてビニルエーテルとの 共 重合 を
行わしめる試みの結果を述べているO 実験結果によると無水マレイン酸と2, 2- ヂメトキシプロパンは













最後に第 5 編ではマレインイミドおよびN -n-ブチルマレインイミドのアニオン重合が調べられている｡
まず第 1章では閉環や架橋化などの 複雑な反応との 対比を行ないながらアニオン重合で 比較的高分子量
のポリマーを得ることを目的として研究された｡ 無水マレイン酸では閉環が 並行しておこるが, N -n- ブ
チルマレインイミドでは環は比較的安定であ′りアニオン重合することが認められた｡
マレインイミドでは脱水素によってイミドアニオンが生成して環が安定化し比較的高分子量のポリマー
が生成する｡ 次に第2章ではポリマレインイミドの 加水分解からポリマー構造を知る 目的で, まずモデ
ル化合物としてサクシンイミドおよびN -n-ブチルサクシンイミドの 加水分解速度を測定し, 次にアニオ
ン重合で得られたポリマーの加水分解実験から, その 約70%が 水素移動重合によって出来たN-置換構造
であることや, ポリマー構造の内部に存在するサクシンイミド構造はアルカリ性溶液中でもイオン化し難
いことなどを認めた｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
無水マレイン酸の単独重合が極めて困難であることはよく知られた事実であるが, その理由については
必ずしも明瞭に成っていないO 著者は 無水マレイン酸, N --n- ブチルマレインイミドおよびマレインイミ





1) 無水マレイン酸の単独ラジカル重合で, 電子受容体型の開始剤ラジカルを, 添加剤との連鎖移動で
添加剤ラジカルに変えることで重合速度の増大する場合のあることを見出し, テトラヒドロフランやジオ
キソランなどの 5 員環エーテルが添加剤として有効であることを認めた｡





4 ) アニオン重合によって得られたポリマレインイミドのアルカリ加水分解結果から見ると, かなりの
部分が水素移動重合によって生成するN- 置換構造であろうと推定した｡ またこれらの推理を導くために
実験の一部としてなお残されている問題点も皆無ではなく今後の研究が望まれる部分もあるが, 何れにせ
よ既に重要な蔑多の知見も得られており, 工業上はもとより学術上にも貢献するところが少くない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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